
集
落
の
教
科
書

良いことも
そうでないことも
ちゃんと伝えたい

富
山
県
魚
津
市
片
貝
地
区



は
じ
め
に

　

片
貝
地
区
は
、
魚
津
市
街
地
か
ら
車
で
約
十
五
分
と
大
変
利
便
性
が
良
く
、
毛
勝
三
山
を
源
流
と
す
る
片
貝
川
の
清
流
沿
い
に
位
置
し
て
お
り
、

さ
わ
や
か
な
新
緑
、
美
し
く
染
ま
る
紅
葉
、
そ
し
て
冬
景
色
と
四
季
を
通
し
て
豊
か
な
自
然
を
満
喫
で
き
る
中
山
間
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　

片
貝
地
区
の
入
口
に
位
置
す
る
「
道
坂
・
貝
田
新
集
落
」、
片
貝
地
区
の
中
央
に
位
置
す
る
「
島
尻
・
大
菅
沼
集
落
」、
片
貝
川
の
右
岸
側
に
位
置

す
る
「
東
城
集
落
」、
片
貝
地
区
の
上
流
部
に
位
置
す
る
「
三
ケ
村
集
落
」
と
、
大
き
く
分
け
て
四
つ
の
集
落
、
十
二
の
自
治
会
組
織
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
若
者
の
減
少
が
著
し
く
、
片
貝
地
区
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
八
年
度
、
富
山
県
よ
り
「
移
住

者
受
入
れ
モ
デ
ル
地
域
」
に
認
定
さ
れ
、
空
家
を
改
修
し
た
移
住
者
宿
泊
体
験
施
設
「
片
貝
来
ら
れ
ハ
ウ
ス
」
も
、
平
成
三
十
一
年
四
月
に
オ
ー
プ

ン
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
片
貝
地
区
へ
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
々
に
向
け
て
、
片
貝
地
区
の
自
然
環
境
、
伝
統
行
事
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
の
風
習
・
運
営
等
に

つ
い
て
、「
片
貝
の
教
科
書
」
を
作
成
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　

片
貝
地
区
で
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
情
報
を
事
前
に
理
解
し
て
も
ら
う
事
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
て
頂
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
教
科
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
自
治
会
長
さ
ん
、
各
組
織
の
団
体
長
さ
ん
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
、
そ

し
て
魚
津
市
地
域
協
働
課
、
特
に
編
集
に
全
面
的
に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
河
野
さ
ん
に
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
貝
地
域
振
興
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

伊
藤　

甚
宰　



ル
ー
ル
に
は
濃
さ
が
あ
る

この教科書にあるのは、2021 年 1月時点でのルールです。
ルールの改善は常に行われており、片貝地区内の集落に住めば、
あなたも私達と一緒により良い集落を作る仲間となります。

集
落
の
ル
ー
ル
と
一
口
で
言
っ
て
も

強
い
ル
ー
ル
か
ら
︑
ゆ
る
い
ル
ー
ル
︑

口
々
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
慣
例
ま
で
色
の
濃
さ
に
違
い
が
あ
り
ま
す
︒

ル
ー
ル
を
ど
の
程
度
守
っ
た
方
が
よ
い
の
か
︑

そ
の
基
準
を
示
し
て
み
た
の
で
︑
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
︒

強いルール

ゆるいルール

ル
ー
ル
に
は
濃
さ
が
あ
る

片
貝
地
区
の
位
置

片
貝
地
区
の
全
体
図

片
貝
地
区
に
あ
る
施
設
や
お
店

各
地
区
の
人
口
や
世
帯
数
に
つ
い
て

片
貝
地
域
振
興
会
①
〜
③

組
織
図

主
な
事
業
内
容
・
団
体
等

部
会
の
役
割
や
活
動
内
容

片
貝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
①
〜
③

シ
ェ
ル
ピ
ー
ス
と
は
？

施
設
案
内

年
間
行
事
・
サ
ー
ク
ル
活
動

な
る
ほ
ど
！

慣例や習慣

移
住
し
て
き
た
ら
︑
あ
い
さ
つ
回
り
か
ら

片
貝
の
豆
知
識
①
〜
③

片
貝
地
区
の
自
治
会
組
織
①
〜
④

役
職
や
任
期
︑
決
め
方
に
つ
い
て

各
自
治
会
の
組
織

地
域
活
動
に
つ
い
て

各
自
治
会
費
な
ど

神
社
に
つ
い
て

お
悔
や
み
ご
と
が
あ
っ
た
時

お
祝
い
ご
と
が
あ
っ
た
時

食
︵
お
雑
煮
レ
シ
ピ
︶

観
︵
片
貝
の
自
然
︶

移
住
体
験
ハ
ウ
ス
﹃
片
貝
来
ら
れ
ハ
ウ
ス
﹄

買
い
物
は
ど
こ
で
す
る
の
？

災
害
時
の
対
応

消
防
団
に
つ
い
て

救
急
の
こ
と
／
雪
か
き

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

電
話
帳

は
じ
め
に

目
次

お
す
そ
分
け
文
化

大
菅
沼

三
代 

伊
藤
刑
部

４６８12161824

26272830323334353637

３

172123
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2020 年 12 月現在
( 住民基本台帳データによる）

片
貝
地
区
の
位
置
。

片
貝
地
区
は
、
富
山
県
の
東
部
に
あ
る
魚
津
市
の
南
東
に
位
置
し
、

魚
津
市
の
四
分
の
一
強
を
占
め
る
。

そ
の
九
割
近
く
が
標
高
二
百
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
地
で
あ
る
。

富山県魚津市

片貝地区

人口：  1,023 人（男性 478 人 / 女性 545 人）
世帯数：393
年齢層：０  〜 15 歳　10％
　　　　16 〜 64 歳　49％
　　　　65 歳以上　   41%

45



東山円筒
分水槽

㈱アンテロープ

片貝コミュニティセンター
（毛勝の郷シェルピース）
片貝保育園

片貝診療所

片貝郵便局

片貝川

片貝川

片貝山ノ守
キャンプ場

←魚津市内

①道坂
②貝田新

③島尻第１

④島尻第２

⑤島尻第３ ⑥東城第１

⑦東城第２

⑧黒谷

⑨山女

⑩東蔵
⑪平沢

⑫大菅沼

片貝来られハウス

松風庵

331

331

132

132

132

片
貝
地
区
の
全
体
図A

B

ED

G

①道坂
人口：165 人
世帯数：47
班の数：６

どうざか

②貝田新
人口：176 人
世帯数：45
班の数：2

かいだしん

③島尻第１
人口：70 人
世帯数：28
班の数：2

しまじりだいいち

④島尻第２
人口：108 人
世帯数：33
班の数：4

しまじりだいに
⑤島尻第３
人口：160 人
世帯数：55
班の数：6

しまじりだいさん

⑥東城第１
人口：95 人
世帯数：27
班の数：6

とうじょうだいいち

⑦東城第２
人口：153 人
世帯数：43
班の数：6

とうじょうだいに

⑧黒谷
人口：15 人
世帯数：9
班の数：0

くろだに

⑨山女
人口：16 人
世帯数：9
班の数：0

あけび

⑩東蔵
人口：43 人
世帯数：22
班の数：3

とうぞう

⑪平沢
人口：16 人
世帯数：9
班の数：3

ひらさわ

各地区の人口や世帯数について

⑫大菅沼
人口：1 人　　

世帯数：１
班の数：１

おおすがぬま

（昼間は
４人）

片
貝
地
区
は
︑
現
在
12
の
地
区
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
︒

片貝地区にある施設やお店

A．㈱アンテロープ

C．片貝コミュニティセンター
　　（毛勝の郷 シェルピース）…P12
　   片貝保育園

D．片貝診療所

B．松風庵

G．片貝来られハウス…P26

ゴルフ練習場に
カフェ・レストラン併設。

営業時間　8：00〜22：00（月〜金）
　　　　　8：00〜21：00（土日祝）
年中無休、天候等により閉店する場合あり

TEL   (0765)32-8850

営業時間　11：00〜14：00、18：00〜21：00
定休日　土日祝の夜
TEL   (0765)32-8177

移住体験ハウス（wifi 完備）
宿泊利用 (13：00〜翌 10：00）
日帰り利用 (9：00〜17：00）
TEL    080-2956-0241
( 平日 9：00～17：00)

↓

営業時間　月・水・金・土
　　8：30〜12：00( 往診可）
定休日　火・木・日・祝
TEL   (0765)32-7222

E．片貝郵便局
営業時間　8：30〜17：00
定休日　土日祝
ATM　有り（日祝 休み）
TEL   (0765)32-8242

貝田新
円筒分水槽

森林公園

F

F．グレイン魚津 レザーファクトリー

営業時間　12：00〜17：00
定休日　不定休
TEL/FAX   (0765)32-9777

グレイン魚津
レザーファクトリー

（2021 年２月）
革製品を作る革工房

飲食店
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片
貝
地
域
振
興
会
①
　
　
組
織
図

片
貝
地
区
に
は
︑
少
子
高
齢
化
や
若
者
の
流
出
に
よ
り
︑
限
界
集
落
に
な
り
そ
う
な
地
区
も
あ
り
︑
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

更
に
深
め
︑
住
民
参
加
型
の
地
域
づ
く
り
を
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
︒

地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
明
る
く
住
み
よ
い
﹁
ま
ち
・
む
ら
づ
く
り
﹂
と
︑
地
域
社
会
の
発
展
と
豊
か
な
住
民
生
活
を

目
指
し
平
成
27
年
4
月
﹁
片
貝
地
域
振
興
会
﹂
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
︒

組織図

会　長

副会長

理　事

監　事

総　会 理事・代議員

三役会 会長・副会長・事務局長

理事会 部会長・地区自治会長代表・地区住民

部　会 部会役員・部員・地区住民

企
画
総
務
部

移
住
・
定
住

　
　
　

推
進
部

地 区 住 民 ・ 各 種 団 体 等

構成役員

・自治会長
・公民館長
・部長
・地区住民
・学識経験者
・有識者
・市職員

安
心
安
全
部

環
境
福
祉
部

農
山
漁
村

ま
ち
づ
く
り
部

生
涯
学
習
部

ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

推
進
部

( 役  員 )

顧  問

事務局
局長
局員

企
画
総
務
部

移
住
・
定
住

　
　
　

推
進
部

安
心
安
全
部

環
境
福
祉
部

農
山
漁
村

ま
ち
づ
く
り
部

生
涯
学
習
部

ス
ポ
ー
ツ

　
　

推
進
部

構成する主な団体・組織主な事業

片
貝
地
域
振
興
会
②
　
　
主
な
事
業
内
容
・
団
体
等

片
貝
地
域
振
興
会
に
は
︑
地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
た
部
会
が
あ
り
ま
す
︒

各
部
会
の
役
割
や
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
︒

１．振興計画の策定及び地域の創意工夫による地域振興事業
２．情報交換などのネットワーク化事業
３．健康と福祉の増進、文化教養の向上及び体育・スポーツ・
　レクリエーションなどの実施
４．産業振興及び生活環境の維持改善
５．防災・防犯・防火及び交通安全に関すること
６．その他、本会の目的達成のために必要な事業

事　業

・まちづくり計画の策定に関する事業

（活動内容）
　片貝だより、市民バス、七夕・花火

・防災、防犯、防火及び交通安全の
推進に関する事業

（活動内容）
　防災訓練

・社会福祉及び環境保健、健康増進に
関する事業

（活動内容）
　敬老会

・農山漁村活性化の為の定住等及び
地域間交流の促進に関する事業

（活動内容）
　農山漁村活性化事業

・教養の向上、伝統文化の振興及び
地域間交流の促進に関する事業

（活動内容）
　魚津まつり、紅葉まつり ( 後援 )

・体育・スポーツ・レクリエーション
の推進に関する事業

（活動内容）
　ふれあい運動会、スポーツ行事
　パークゴルフ、ペタンク

・空き家を活用した宿泊体験施設による
移住者受入を促進する事業

（活動内容）
　片貝来られハウス管理運営

・自治会
・地域市職員

・自主防災会
・防犯組合
・消防団
・交通センター
・自治会

・社会福祉協議会
・民生・児童委員
・環境保健衛生協議会
・花と緑の銀行
・福寿会

・自治会

・蝶六片貝踊り保存会
・清流小 PTA
・保育園保護者会
・福寿会

・体育振興会
・パークゴルフ愛好会
・清流小 PTA
・保育園保護者会

・片貝来られプロジェクト
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片
貝
地
域
振
興
会
③
　
　
部
会
の
役
割
や
活
動
内
容

各
部
会
の
役
割
や
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
︒

片
貝
地
域
振
興
会

・
地
域
行
事
の
総
合
窓
口
︵
魚
津
ま
つ
り
蝶
六
街

流
し
︑
ふ
れ
あ
い
運
動
会
︑
敬
老
会
な
ど
︶

・
地
域
の
生
涯
学
習
の
推
進
︵
異
世
代
交
流
事
業
︑

放
課
後
子
供
教
室
︑
土
曜
教
室
︑
公
民
講
座
︑
高

齢
者
学
級
︶

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理
を
地
域

振
興
会
と
連
携
し
て
実
施

・
地
域
の
各
種
団
体
と
の
連
絡
調
整

片
貝
地
区
公
民
館
運
営
審
議
会

片
貝
地
区
体
育
振
興
会

・
定
期
的
な
三
役
会
議
︵
振
興
会
長
︑
自
治
会
長
︑

　

事
務
局
長
︶

・
協
議
事
項
を
片
貝
地
域
振
興
会
︑
片
貝
自
治
会

合
同
役
員
会
の
開
催
で
承
認
を
頂
く
︵
主
な
行
事

開
催
に
お
け
る
片
貝
地
区
自
治
会
長
へ
の
招
集
の

お
願
い
︶

　
︿
例
年
﹀

　
　

８
月　

魚
津
ま
つ
り
蝶
六
街
流
し

　
　
　
　
　

マ
ド
ン
ナ
た
ち
の
甲
子
園
応
援
事
業

　
　

９
月　

ふ
れ
い
あ
い
運
動
会

・
各
地
区
の
生
産
農
家
と
JA
う
お
づ
と
の
会
合
を

サ
ポ
ー
ト

・
耕
地
面
積
調
査
︑
各
種
保
険
︑
農
業
資
材
購
入

の
連
絡
︑
水
稲
育
成
調
査
︵
青
田
ま
わ
り
︶︑
農
薬

散
布
と
り
ま
と
め
︑
作
柄
状
況
報
告
な
ど
︑
生
産

農
家
と
JA
う
お
づ
と
の
橋
渡
し
役

・
児
童
の
見
守
り
活
動

　

小
学
生
の
希
望
者
を
対
象
に
夏
休
み
中
︑
週
に

　

一
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
児
童
を
見　

　

守
っ
て
い
る
︒
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

　

希
望
と
夢
を
も
っ
て
生
活
を
し
て
も
ら
え
た
ら

　

と
思
っ
て
い
る
︒

片
貝
地
区
で
福
祉
事
業
に
取
り
組
む
組
織
︒年
数
回
︑

地
域
ケ
ア
会
議
な
ど
を
開
催
︒

・
毎
月
１
回
定
期
巡
回
︒
消
火
栓
︑
防
火
水
槽
︑

水
利
点
検
︑
ポ
ン
プ
車
点
検
準
備

・
８
月
に
七
夕
警
戒

・
市
操
法
大
会
に
向
け
た
操
法
訓
練
︵
７
〜
８
月
︶

・
11
月
に
片
貝
ヴ
ィ
ー
ラ
避
難
訓
練

・
12
月
29
日
〜
31
日
年
末
警
戒

・
毎
月
１
日
に
消
防
団
巡
回
と
合
わ
せ
て
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
︑
防
犯
灯
の
点
検
を
実
施

・
七
夕
︑
花
火
︑
盆
踊
り
時
に
は
夜
警
を
実
施　

市
の
防
犯
協
会
事
業
に
も
積
極
的
に
参
加

・
一
般
住
民
か
ら
﹁
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
﹂
を

集
い
︑
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る

・
市
の
総
合
防
災
訓
練
へ
の
参
加

・
地
区
で
の
防
災
訓
練
︑
防
災
講
演
な
ど

・
地
区
老
人
施
設
︵
片
貝
ヴ
ィ
ー
ラ
︶
の
避
難
訓
練     

︵
11
月
頃
︶

・
防
災
機
材
の
点
検
確
認
︵
11
月
頃
︑
年
１
回
︶

・
市
が
行
う
防
災
訓
練
︑
講
演
へ
の
参
加
︵
年
２
回
︶

・
防
災
士
に
よ
る
市
へ
の
活
動
へ
の
参
加
︵
年
２
回
︶

環
境
保
健
衛
生
協
議
会

交
通
セ
ン
タ
ー
片
貝
支
部

片
貝
地
区
福
寿
会
連
合
会
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・
片
貝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
文
化
・
体
育
活
動　
︵
蝶
六
街
流
し
︑
ふ
れ

あ
い
運
動
会
︑
敬
老
会
な
ど
︶

・
移
住
者
受
入
れ
モ
デ
ル
地
域
事
業
︵
宿
泊
体
験

施
設
﹁
片
貝
来
ら
れ
ハ
ウ
ス
﹂
の
管
理
運
営
︶

・
宿
泊
施
設   

毛
勝
の
郷
﹁
シ
ェ
ル
ピ
ー
ス
﹂
事
業

・
マ
ド
ン
ナ
た
ち
の
甲
子
園
応
援
事
業
︵
全
日
本

女
子
大
学
野
球
選
手
権
へ
の
出
場
チ
ー
ム
と
の
交

流
会
︑
宿
泊
支
援
︶

・﹁
片
貝
未
来
会
議
﹂
事
業
︵
地
域
活
性
化
を
図
る

﹁
ま
ち
づ
く
り
５
カ
年
計
画
﹂
の
実
施
︶

住
民
の
相
互
信
頼
と
協
働
に
よ
り
︑
地
域
の
特
徴
を

活
か
し
た
﹁
ま
ち
・
む
ら
づ
く
り
﹂
を
推
進
す
る
と

と
も
に
︑
地
域
社
会
の
発
展
と
豊
か
な
住
民
生
活
の

形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
︒

片
貝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

住
民
が
様
々
な
目
的
で
集
う
地
域
の
拠
点
施
設
︒

片
貝
自
治
会

片
貝
地
域
振
興
会
︑
片
貝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
行
事
の
振
興
︒

ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
取
組
む
組
織
︒

・
年
間
２
回
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業︵
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
︑

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
︶

・
ふ
れ
あ
い
運
動
会

・
各
協
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加

・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
前
の
理
事
会
︑
全
体
会
の
開
催

片
貝
地
区
防
犯
組
合

片
貝
地
区
の
防
犯
に
関
す
る
事
業
に
取
組
む
組
織
︒

片
貝
地
区
自
主
防
災
会

片
貝
地
区
の
防
災
に
関
す
る
事
業
に
取
組
む
組
織
︒

・
公
民
館
運
営
方
針
に
関
す
る
こ
と

・
公
民
館
の
年
間
事
業
計
画
に
関
す
る
こ
と

・
公
民
館
施
設
︑
設
備
等
の
利
用
に
関
す
る
こ
と

・
そ
の
他
公
民
館
長
が
必
要
と
認
め
る
こ
と

公
民
館
運
営
審
議
会
は
公
民
館
長
の
諮
問
に
応
じ
︑

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
各
種
事
業
の
企

画
実
施
に
つ
い
て
︑
調
査
審
議
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
︒

片
貝
地
区
生
産
組
合
長
会

生
産
組
合
長
会
の
会
長
は
︑
片
貝
各
地
区
か
ら
選
出

さ
れ
た
生
産
組
合
長
と
JA
う
お
づ
と
の
各
種
会
合
を

主
催
す
る
役
割
︒

民
生
児
童
委
員
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会

消
防
片
貝
分
団

社
会
福
祉
協
議
会
と
一
緒
に
活
動
︒

・
買
い
物
支
援
活
動

　

移
動
販
売
車
で
野
菜
や
果
物
︑
魚
な
ど
を
販
売
︒

　

車
な
ど
で
買
い
物
に
行
け
な
い
高
齢
者
の
支
援
︒

　

島
尻
と
前
東
城
で
週
一
度
開
催
︒

片
貝
地
区
の
消
防
分
団
は
︑
四
つ
の
分
団
に
わ
か
れ

て
い
る
︒

・
一
人
暮
ら
し
会
員
の
訪
問
支
援
活
動
︵
年
６
回
︶

・
清
掃
奉
仕
活
動
臥
龍
公
園
の
草
刈
り
等︵
年
３
回
︶

・
健
康
づ
く
り
活
動　

ペ
タ
ン
ク
大
会
︑
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
︑
魚
津
市
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー

ツ
参
加
︑
料
理
教
室
に
参
加

・
知
識
︑
教
養
を
高
め
る
活
動　

仏
教
法
話
会
︑

県
議
・
市
長
と
語
る
会
︑
交
通
安
全
教
室
︑
一
泊

研
修　

慰
安
旅
行
な
ど
開
催

・
異
世
代
交
流
事
業　

片
貝
保
育
園
児
と
の
餅
つ

き
大
会
︵
毎
年
12
月
開
催
︶

・
物
故
者
法
要　

前
年
1
年
間
に
亡
く
な
ら
れ
た

会
員
の
法
要
を
営
む

　
　

＊
新
し
い
会
員
を
常
時
募
集
中
︒

　
　

参
加
希
望
の
方
は

　
　

地
区
役
員
ま
で
申

　
　

し
込
み
く
だ
さ
い
︒

・
環
境
巡
視
員
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
︵
年
２
回
︶

・
が
ん
検
診
普
及
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・
健
康
講
座
︵
片
貝
地
区
︶

・
推
進
員
研
修
会

ポ
ス
タ
ー
や
交
通
安
全
旗
な
ど
で
︑
交
通
安

全
運
動
の
広
報
啓
発
を
図
る
︒

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
︑
経
験
と
知
識

を
生
か
し
て
高
齢
者
福
祉
の
増
進
を
図
る
︒

環
境
保
健
衛
生
に
取
組
む
組
織
︒︵
環
境
家
計
簿
の 

実
施
︑
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
全
委
員
︶



片
貝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
①
　
　
シ
ェ
ル
ピ
ー
ス
と
は
？

︻
片
貝
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
︵
愛
称
：
毛
勝
の
郷 

シ
ェ
ル
ピ
ー
ス
︶︼

　

シ
ェ
ル
ピ
ー
ス
︵
通
称
︶
は
︑
住
民
が
様
々
な
目
的
で
集
う
地
域
の
拠
点
施
設
で
す
︒

　

片
貝
地
区
と
魚
津
市
で
は
市
内
外
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
図
る
た
め
に
︑
旧
小
学
校
の
空
き
教

室
を
活
用
し
た
︑
宿
泊
体
験
施
設
に
改
修
し
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
地
域
振
興
会
で
は
︑
さ
ら
に
片
貝
地
区
の
地
域
活
性
化
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
︑

令
和
２
年
度
か
ら
片
貝
公
民
館
を
片
貝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
︒

コミュニティセンターになると ...

公民館

　地域住民のために講座や教室
などを通じて社会教育を推進す
るための施設。
　社会教育法の適用を受けるた
め、事業内容に制約があり、住
　民ニーズに応えられないこ
　　　とがある。

コミュニティセンター

　従来の生涯学習事業に加え、
幅広い地域コミュニティ活動
の拠点となる施設。
　コミュニティビジネスなど、
地域の人材・資源・文化を活
　用した柔軟な事業展開が
　　可能となる。

　地域づくり・
人づくりの力を向上
地域の自主財源確保

シェルピースは、地域住民が主体となり
運営・管理しています。
研修施設は、地区のイベントやサークル、
スポーツチームなどの活動拠点としても
利用されています。

魚津市片貝コミュニティセンター
〒937-0033　富山県魚津市島尻 818
TEL/FAX　(0765)32-8203
http://www.nice-tv.jp/~k-korare/

片
貝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
②
　
　
施
設
案
内

　

宿
泊
体
験
施
設
と
な
っ
た
﹁
毛
勝
の
郷 

シ
ェ
ル
ピ
ー
ス
﹂︒

　

魚
津
市
内
外
の
人
た
ち
と
の
交
流
拡
大
と
︑
地
域
住
民
同
士
の
明
る
く
︑
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の
場
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
︒

料金表

ご宿泊料金

中学生以下　2,000 円

高校生以上　3,000 円

（お一人様・税込） 研修室等施設利用料金

ふれあい広場・教室・図工室１F
多目的研修室
体育館
会議室・理科室

９:00～21:00

９:00～21:00

160 円
260 円
400 円
160 円２F

区　分 時　間 料金（１時間）

チェックイン／ 15 時から
チェックアウト／翌日 10 時まで

＊お食事はホームページでご確認ください。

グラウンド
ランニングや野球、

サッカーのトレーニングに！

体
育
館

多
目
的
研
修
室

ふ
れ
あ
い
広
場

食 

堂

浴 

室

宿
泊
室

館
内
に
入
っ
た
ら
正
面

に
位
置
す
る
︒

畳
の
上
に
布
団
を
敷
い

て
休
ん
で
い
た
だ
く
︒

ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
空
間
︒

小
学
校
の
机
と
椅
子
を

そ
の
ま
ま
利
用
︒

企
業
の
研
修
な
ど
に
使

え
る
設
備
を
完
備
︒

和
室
な
ど
も
あ
る
︒

シ
ャ
ワ
ー
５
基
と
浴
槽

を
完
備
︒

豊かな自然の中で、
スポーツ合宿を始め、
企業の研修など、

様々な利用に対応する
充実した設備と
環境があります。
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片
貝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
③
　
　
年
間
行
事
・
サ
ー
ク
ル
活
動

年
間
を
通
し
て
地
域
住
民
が
交
流
す
る
様
々
な
行
事
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
︒

そ
の
中
の
主
な
行
事
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒

生涯学習の一環

放課後こども教室（登録制）

土曜教室（片貝在住小学生以上）

年 15 回
9:30〜11:30

スポーツ、川遊び、
雪遊び、他地区の公民館
との交流など

蝶六街流しの練習（期間限定）

19:30〜21:00

習字教室

月２回  第２,４火曜日
９:30〜11:30

片貝いきいきクラブ

月２回  第２,４月曜日
　９:30〜11:30

生花教室

月２回　木曜日
９:30〜11:30

介護予防教室、健康体操

蝶六片貝踊り保存会

月２回　不定期
19:30〜21:00

ス
ポ
ー
ツ
大
会

魚
津
ま
つ
り
蝶
六
街
流
し

マ
ド
ン
ナ
た
ち
の
甲
子
園
応
援
事
業

子
供
の
社
会
見
学

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ふ
れ
あ
い
運
動
会

敬
老
会

紅
葉
ま
つ
り

ス
ポ
ー
ツ
大
会

ク
リ
ス
マ
ス
会

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
集
い

　

毎
年
８
月
の
第
一
日
曜
日
に
︑

魚
津
市
内
の
22
ｍ
通
り
で
開
催

さ
れ
る
︒　

　

江
戸
時
代
よ
り
伝
え
ら
れ
る

魚
津
を
代
表
す
る
民
謡
﹁
魚
津

せ
り
込
み
蝶
六
﹂︒
激
し
い
音
頭

の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
る
姿

は
︑
極
楽
蝶
が
舞
っ
て
い
る
か

の
よ
う
で
そ
の
名
前
が
つ
い
た

と
︑
伝
え
ら
れ
て
い
る
︒

　

毎
年
８
月
下
旬
に
開
催
さ
れ

る
全
日
本
大
学
女
子
野
球
選
手

権
大
会
︒

　

第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た

魚
津
市
は
︑
大
学
女
子
野
球
発

祥
の
地
と
し
て
﹁
女
子
野
球
の

聖
地
﹂
と
さ
れ
て
い
る
︒

サークル活動一覧

マ
ド
ン
ナ
た
ち
の
甲
子
園
応
援
事
業

魚
津
ま
つ
り
蝶
六
街
流
し

２月７月８月９月10月11月12 月

　

黒
谷
・
山
女
︵
現
東
蔵
含
む
︶・
平
沢
の
有
志
の
会
︑

﹁
同
心
会
﹂
が
今
か
ら
約
30
年
ほ
ど
前
に
始
め
た
手
作

り
花
火
大
会
を
き
っ
か
け
に
︑
秋
の
紅
葉
ま
つ
り
︑
冬

の
雪
ま
つ
り
と
年
間
を
通
し
て
﹁
ま
つ
り
﹂
開
催
し
て

い
る
︒

　

ま
つ
り
を
通
し
て
︑
里
帰
り
の
思
い
出
に
︑
さ
ら
に

は
三
ケ
村
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
の

想
い
で
今
後
も
開
催
を
続
け
て
い
く

と
の
こ
と
︒

片
貝
地
区
三
ケ
村
ま
つ
り
︵
三
ケ
生
産
森
林
組
合
︶

年 15 回
15:30〜17:00

手作り教室、お茶教室など
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移
住
し
て
き
た
ら
、
あ
い
さ
つ
回
り
か
ら

移
住
し
て
く
る
と
︑
ま
ず
始
め
に
ご
近
所
さ
ん
に
あ
い
さ
つ
回
り
を
す
る
の
が
一
般
的
で
す
︒

特
に
︑
田
舎
に
お
い
て
は
地
域
の
方
へ
の
あ
い
さ
つ
回
り
は
と
て
も
大
切
で
す
︒

あ
い
さ
つ
回
り
の
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
市
役
所
で
住
民
票
を
移
す
だ
け
で
は
な
く
︑

そ
の
土
地
の
こ
と
を
知
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
︑
積
極
的
に
あ
い
さ
つ
回
り
を
す
る
の
が

よ
り
丁
寧
で
す
︒

　　近所さんに挨拶をしましょう。
そして、自治会長さんや
班長さんを教えてもらい、
できれば挨拶に行きましょう。

　　近所さんと顔見知りになったら、
次の日から、ご自宅に入りおしゃべり…という時間が
あるかもしれません。地域の先輩と仲良くなると
新しい土地でも安心できますね。

ご

ご

家でくつろいでいると、「おるけー？（家にいる？）」という声と共に、玄関の扉がガラリ
と開くことがあります。びっくりするかもしれませんが、田舎あるあるの１つです。
同じ地域に住むもの同士、気兼ねなく行き来できる関係はうれしいですね。
そしてもう一つ。
玄関に野菜が置いてあることもあるかもしれません。どなたがくださったか
わかったら、「ありがとうございます」とお礼を言いましょう！！

田舎あるある
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慣例や習慣

片
貝
の
豆
知
識
①

お
す
そ
分
け
文
化

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
衣
食
住
︒

た
と
え
ば
︑
き
れ
い
な
空
気
︑
飲
み
水
︑
食

べ
物
︑
住
居
の
た
め
の
木
材
︑
衣
服
の
材
料

も
︑
全
て
自
然
の
恵
み
で
す
︒
そ
の
中
で
も

食
べ
物
が
一
番
身
近
に
あ
る
︑
自
然
の
恵
み

を
感
じ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

　

片
貝
に
住
ん
で
い
る
と
︑
色
ん
な
お
す
そ

分
け
を
い
た
だ
き
ま
す
︒

　

そ
の
中
で
も
土
地
柄
が
出
る
の
が
山
菜
で

す
︒
ぜ
ん
ま
い
︑
こ
ご
み
︑
タ
ラ
の
芽
な
ど
︑

ス
ー
パ
ー
に
も
並
ん
で
い
な
い
貴
重
な
自
然

の
恵
み
が
い
き
な
り
玄
関
前
に…

な
ん
て
こ
と
も
︑
片
貝
に
住
ん
で
い
る
と
あ

り
得
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

　

そ
れ
に
し
て
も
︑
お
す
そ
分
け
っ
て
︑
と

て
も
素
敵
な
文
化
で
す
ね
︒

これら全て、おすそ分け。
こんなに食材豊かな場所は、魚津市内でも限られているのでは？？？

こごみ

いちじく

みょうが

クリ

たけのこ わさびの葉



役　員 任期・決め方

自治会会長、生産組合長
自治会会計
河川報酬事業、環境安全組合長
自主防災会会長
特別会計（兼・自治会会長代理）

自治会会長、生産組合長
自治会会計、班長、書記

自治会会長、生産組合長
自治会会計、班長
島尻振興会役員

総区長
自治会会長、生産組合長
自治会会計

三ケ生産森林組合役員
自治会会長、生産組合長
自治会会計

三ケ生産森林組合役員
自治会会長、生産組合長
自治会会計

自治会会長、生産組合長
自治会会計

自治会会長・会計→住民１人のため兼任
生産組合長→大菅沼で農業をしている
４人で２年交代

任期２年（実質、２人で２年交代）
三ケ生産森林組合役員のみ任期３年

任期２年
三ケ生産森林組合役員のみ任期３年

任期２年
総区長のみ任期１年

（総区長は、東城第１・第２地区から
１人選出）

任期２年
初総会の選考委員会にて決議

自治会長→任期２年（年功序列順で）
その他役員→任期１年（順番に）

任期２年（年功序列順で）
島尻振興会役員→任期２〜３年

（自治会長、会計、生産組合長を含む選考
委員会で選考し、承諾を得て決定）

片
貝
地
区
の
自
治
会
組
織
①
　
　
役
職
や
任
期
、
決
め
方
に
つ
い
て

各
自
治
会
に
は
︑
会
長
︑
生
産
組
合
長
︑
会
計
等
の
役
職
が
あ
り
︑
基
本
的
に
任
期
は
２
年
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

片
貝
地
区
の
自
治
会
組
織
②
　
　
各
自
治
会
の
組
織

各
町
会
に
お
い
て
も
自
治
会
の
た
め
に
︑
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
持
つ
組
織
が
あ
り
ま
す
︒

な
か
に
は
活
動
が
止
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
︑
主
な
組
織
を
紹
介
し
ま
す
︒

そもそも、自治会ってなに？

自治会は、一定の地域に住む人たちが、住みよい豊かなまちづくりをめざし、地域におけるさまざまな
問題の解決に取り組むとともに、地域でのふれあいの輪を広げ、人々の連帯意識の向上に努めている自
主的な任意の団体です。
少子高齢化がすすむ中で、自治会の果たす役割はどんどん大きくなっています。地域での支えあいや、
身の回りの問題解決、親睦を目的とした自治会が、みなさんのまわりで活発に行われています。
みなさんも自治会に加入して、「すみよいまち」を目指しませんか。

●道坂環境保全協議会（多面的機能支払制度に基づき企画立案）
●道坂、貝田新親睦会
　　（毎年８月に開催し、地区内の物故者を供養。貝田新と合同）
●道坂機械利用組合（農業機械を共同活用し、負担軽減）
●環境安全組合（猪、電気柵の設営管理他）

●生産組合
●道坂、貝田新親睦会
　　（毎年８月に開催し、地区内の物故者を供養。道坂と合同）

●営農組合（片貝地区内外のもみを乾燥）
●片貝育苗組合（片貝地区内外の稲苗を育てている）
●蝶六保存会（片貝地区）
●中山間集落協定

●黒谷山女集落協定
●中山間地集落協定

●黒谷山女集落協定　　●中山間地集落協定
●火祭り　　●忘年会

●中山間集落協定
●同心会（地区行事の協力）

●中山間地集落協定
●婦人会（年に一度食事 or 旅行）

道 

坂

貝
田
新

第
１

第
２

第
３

第
１

第
２

黒
谷

山
女

東
蔵

平
沢

大
菅
沼

島
尻

東
城

●中山間地集落協定

●中山間集落協定

各自治会組織

道 

坂

貝
田
新

第
１

第
２

第
３

第
１

第
２

黒
谷

山
女

東
蔵

平
沢

大
菅
沼

島
尻

東
城
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三ケ生産森林組合役員
自治会会長、生産組合長
自治会会計

任期２年
三ケ生産森林組合役員のみ任期３年

深刻な鳥獣被害

野生鳥獣による農作物被害額が未だ、深刻な問題となっている。
片貝地区も例外ではない。魚津市の被害額のうち 80％がイノシシである。
高齢者が進んでいる地域では、住民だけで整備するのが困難になって
きているので、近年、付近集落と対策できるように連携している。
　



片
貝
地
区
に
昼
間
人
口
が
５
倍
に
な
る

地
区
が
あ
る
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

大
菅
沼
地
区
は
︑
現
在
住
民
は
一
人
︒

昼
間
は
︑
農
業
人
口
で
４
人
増
え
︑

５
倍
と
な
る
の
で
す
︒

大
菅
沼
地
区
に
足
を
運
ぶ
と
︑

田
ん
ぼ
が
広
が
り
︑
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
︑

空
気
も
美
味
し
く
︑

と
て
も
居
心
地
の
良
い
集
落
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
︒

た
だ
︑
山
間
部
で
あ
る
こ
と
も
あ
り

生
活
し
や
す
い
魚
津
市
街
地
に

引
っ
越
し
さ
れ
る
方
が
増
え
︑

現
在
︑
住
民
一
人
︒

宮
ヶ
丁
さ
ん
に
大
菅
沼
の
暮
ら
し
を

お
聞
き
し
ま
し
た
︒

片
貝
の
豆
知
識
②

大
菅
沼
自
治
会
長

宮
ヶ
丁　

八
三
郎　

さ
ん
︵
78
歳
︶
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片
貝
地
区
の
自
治
会
組
織
③
　
　
地
域
活
動
に
つ
い
て

地
域
住
民
で
協
力
し
︑
自
分
た
ち
の
住
む
場
所
を
良
く
す
る
大
切
な
活
動
が
自
治
活
動
で
す
︒

草
刈
り
や
用
水
路
の
掃
除
︑
祭
り
の
準
備
や
神
社
の
清
掃
な
ど
各
自
治
会
で
行
っ
て
い
ま
す
︒

道路愛護…地域内の公道・農道をきれいかつ
安全に保つための活動
江 ( 井 ) 浚い…米作りが始まる前に農業用水の
側溝を清掃する活動

●初総会　年１回　　●定例会　毎月 25 日　　●お宮掃除　年２回　　　
●江浚い　年１回　　●堤防の草刈り　年１回　　●祭りの旗揚げ　年２回　　
●お宮・公民館の雪囲い　２回

●総会　12 月、1 月　　●井浚い　4 月　　●お宮掃除　7 月　　
●あすみが丘住宅地内の公園・舗道等の環境整備　7 月　　
●2 班のみで団地内（あすみが丘）の環境整備　2〜3 回　　
●お宮・公民館の雪囲い　年１回

道 

坂

貝
田
新

島
尻
第
１
・
第
２
・
第
３

●井浚い　年１回　　●道路愛護　年１回　　●地区全体の総会　年１回　
●蝶六街流しへの参加（参加任意）　年１回　　●島尻神社行事（参加任意）　年７回
●神社境内の清掃・旗揚げ（３地区で持ち回り）　　●七夕行事（参加任意）

※島尻地区全体での活動

●野あがり旅行／田植え終了後、農家、非農家区別なく日帰り風呂（参加任意）
●火祭り／初老、還暦の人がお祓いを受け、お祝い　1 月 26 日

※各地区ごとでの活動

東
城

第
１

東
城
第
２

●草刈り　2 回　　●林道愛護　１回　　●江浚い　１回

●初総会　年１回　　●定例会　毎月 28 日　　●草刈り　年２回（河川・林道）
●江浚い　年１回　　●公民館、森林公園の雪囲い　年１回
●お宮掃除（年間を通じて手間代を支払い頼んでいる）

黒
谷

●林道整備　５月　　●草刈り　７月　　●お宮掃除　５月（宮総代）
●公民館掃除　毎月（当番制）

山
女

東
蔵

平
沢

大
菅
沼

●定例会　毎月１回　●林道愛護　２回　　●堤防草刈り　１回　
●公民館掃除　２回

●自治会議　毎月１回　●火祭り　１月　　●忘年会　12 月　　●井浚い　１回
●草刈り　堤防１回、水環境３回

●総会　12 月　　　●常会　毎月　　●草刈り　月１〜２回
●お宮掃除　３回（当番制）、当番制の他に自主的にしている

●江浚い、草刈り　年１回（大菅沼で農業をしている人と一緒に）
●お宮掃除　定期的に

地域活動

＊自治会内の共有スペースを住民の皆さんで管理する草刈りや江浚いに
参加できない場合は、不参加金（不参金）が必要な自治会もあります。

強いルール

え       （い）     ざら

　

宮
ヶ
丁
さ
ん
は
︑
現
在
78
歳
︒

　

昭
和
35
年
に
黒
部
市
か
ら
大
菅
沼
に
家
族
で
移
り
住
ま
れ
て
か
ら
60
年
︒

当
時
は
︑
11
世
帯
の
家
族
が
住
ん
で
い
た
と
の
こ
と
︒

　

今
か
ら
約
10
年
前
︑大
菅
沼
の
世
帯
数
が
一
世
帯
と
な
り
︑住
民
は
︑

宮
ヶ
丁
さ
ん
一
人
と
な
り
ま
し
た
︒
住
民
一
人
で
あ
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
︑

﹁
住
人
一
人
で
あ
る
こ
と
が
現
実
で
︑
そ
れ
が
こ
こ
で
の
暮
ら
し
︒
不
安
だ

な
ん
て
思
っ
た
こ
と
は
な
い
よ
︒
冬
に
な
る
と
完
全
に
孤
立
し
︑
勤
め
に
出

る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
け
ど
︑
現
在
は
︑
除
雪
車
が
集
落

ま
で
来
て
く
れ
る
か
ら
︑
孤
立
集
落
に
な
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
︒
そ
れ
よ

り
も
︑
静
か
で
空
気
が
美
味
し
く
て
住
み
心
地
が
い
い
﹂

と
返
っ
て
き
ま
し
た
︒

　
﹁
大
菅
沼
で
農
業
を
希
望
す
る
人
や
住
み
た
い
と
思
う
人
が
い
た
ら
歓
迎

す
る
し
︑
僕
が
知
っ
て
い
る
限
り
︑
大
菅
沼
は
移
住
者
を
断
る
よ
う
な
閉
鎖

的
な
集
落
で
は
な
い
︒
閉
鎖
的
で
は
な
い
か
ら
︑
市
街
地

に
み
ん
な
引
越
し
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
﹂

と
笑
い
な
が
ら
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒

　
﹁
団
結
し
な
け
れ
ば
暮
ら
せ
な
か
っ
た
﹂
と
の
お
言
葉

か
ら
︑
山
間
部
で
暮
ら
す
大
変
さ
を
感
じ
ま
し
た
︒

　

最
後
に
︑
大
菅
沼
の
写
真
を
眺
め
な
が
ら
︑

﹁
な
ん
て
い
い
村
な
ん
だ
﹂

と
つ
ぶ
や
か
れ
た
宮
ヶ
丁
さ
ん
︒
宮
ヶ
丁
さ
ん
の
大
菅
沼

へ
の
愛
着
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
︒

作業に戻る宮ヶ丁さん



片
貝
地
区
の
自
治
会
組
織
④
　
　
各
自
治
会
費
な
ど

移
住
す
る
と
︑
市
区
町
村
の
住
民
税
と
は
別
に
﹁
町
会
費
﹂
の
支
払
い
が
あ
り
ま
す
︒

世
帯
数
や
運
営
方
法
に
よ
っ
て
各
町
会
で
金
額
や
集
金
方
法
は
異
な
り
ま
す
が
︑

ど
れ
も
町
会
の
運
営
や
維
持
管
理
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
お
金
で
す
︒

　町内会費、自治会費のこと。集落共同活動等にかかった経費（草刈りや会議費、集会所管
理経費など）を住民で負担するもので、負担割合については戸数均等割りや農地面積割り、
土地資産割り、その複合パターンなど集落によって異なる。
　1000 年前は日本中にあった制度だが、現在は北陸地方に残っている。

万雑（マンゾウ）とは？

自治会費 内　訳

道坂 年間　26,000 円

貝田新 年間　30,000 円

島尻第１
島尻第２
島尻第３

①年間　24,000 円
②宅地割り　
　宅地面積㎡ ×1.0 円
　（島尻第１・第３）
　宅地面積㎡ ×1.5 円
　（島尻第２）
③反別割り
　水田面積㎡ ×1.0 円

東城第１ 年間　50,000 円

黒谷 万雑割　10,000 円

東蔵 年間　31,600 円

平沢 年間　48,000 円

大菅沼 振興会からの自治会長
手当を自治会費として
いる

（万雑費として、現在 7 名から年 2,000 円を徴収
している。）

●公民館協力金（各種団体会費）　10,000 円
●地区万雑割金（世帯あたり一律）16,000 円
＊農家の方及び地区内で土地所有の方は別途、
生産割有り

●常会費（公民館会費、玉串料、募金、消雪設備費）
　　18,000 円（12 月〜5 月 3,000 円）
　　12,000 円（6 月〜11 月 2,000 円）

東城第２ 年間　42,000 円

山女 年間 7,600 円

●積立金（神社費含む）　
　　　　　　　12,000 円（1,000 円 ×12 ヶ月）
●旅行積立金　12,000 円
　（1・2 区　1,000 円 ×12 ヶ月　3 区 2,500 円 ×４回）
　＊不参加の場合 5,000〜10,000 円返却

（草刈り、道路愛護に参加した場合 4,800 円 ×２回分を返却）

●自治会費　38,000 円（毎月集金、12 月万雑）
●旅行積立金　12,000 円

●自治会費　18,000 円（1,500 円 ×12 ヶ月）
●旅行積立金　24,000 円（2,000 円 ×12 ヶ月、
参加希望の人のみ）

●会館維持費　6,000 円、神社費 1,600 円

●自治会費　12,000 円（1,000 円 ×12 ヶ月）
●公民館会費　6,000 円（500 円 ×12 ヶ月）
●旅行積立金　12,000 円（1,000 円 ×12 ヶ月）
●宮代　1,600 円

●自治会費（水道料、旅行積立金、会館費）
　　　　　　　　　　　4,000 円 ×12 ヶ月

強いルール

片貝
コミュニティ
センター

新川森林組合
木材加工場

魚津東部
育苗組合

 　

伊
藤
刑
部
家
は
戦
国
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
︑
片
貝
の
郷
士
・
豪
農
と
し
て

栄
え
た
家
で
︑
代
々
︑
肝
煎
︵
村
の
長
︶
な
ど
を
務
め
て
い
ま
し
た
︒

　

初
代
刑
部
は
︑
戦
国
時
代
の
終
わ
り
頃
︵
16
世
紀
末
頃
︶
に
奥
州
か
ら
島
尻
に
住
み

着
い
た
と
の
伝
え
が
あ
り
ま
す
︒
現
在
︑
伊
藤
家
の
屋
敷
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
島
尻
に

あ
る
宗
琳
寺
周
辺
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒

　

三
代
目
の
刑
部
は
︑
１
６
４
８
年
に
肝
煎
よ
り
も
上
の
位
の
十
村
と
い
う
役
職
に
つ

き
︑
力
を
付
け
て
い
き
ま
し
た
︒
加
賀
藩
主
前
田
利
常
が
江
戸
へ
行
き
来
す
る
時
に
は
︑

越
後
や
信
濃
ま
で
付
き
添
い
︑
百
姓
の
様
子
な
ど
を
利
常
に
報
告
し
ま
し
た
︵
江
戸
時

代
︑
魚
津
を
含
む
新
川
郡
は
加
賀
藩
で
し
た
︶︒
当
時
︑
利
常
は
︑
武
士
や
百
姓
の
困

窮
を
立
て
直
す
た
め
に
︑
藩
の
農
政
改
革
で
あ
る
改
作
法
を
推
進
し
ま
し
た
︒
三
代
目

刑
部
は
改
作
法
の
推
進
役
を
担
い
︑
１
６
５
５
年
に
は
加
賀
・
越
中
・
能
登
三
か
国
の

十
村
頭
と
な
り
︑
加
賀
藩
に
お
け
る
百
姓
の
最
高
位
と
な
り
ま
し
た
︒

　

江
戸
時
代
を
通
じ
て
栄
え
た
伊
藤
家
の
お
墓
は
︑
島
尻
字
上
ノ
山
に
今
も
所
在
し
て

い
ま
す
︒

三
代
　
伊
藤
刑
部

い
と
う 

ぎ
ょ
う
ぶ

＊
郷
士 …

 

百
姓
で
あ
っ
て
︑
武
士
の
待
遇
を
受
け
て
い
る
も
の
︒

＊
豪
農 …

 

富
豪
の
農
家
︒
力
の
あ
る
農
家
︒

＊
奥
州 …

 

今
の
福
島
︑
宮
城
︑
岩
手
︑
青
森
の
四
県
の
こ
と
︒

＊
十
村
と
十
村
頭 …

 

十
か
村
か
ら
数
十
か
村
の
ま
と
め
役
で
加
賀
藩
に

　
　
　
　
　
　
　

  

１
０
０
余
人
〜
２
５
０
人
ほ
ど
い
ま
し
た
︒　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

十
村
頭
と
は
︑
そ
の
総
代
表
の
こ
と
︒

片
貝
の
豆
知
識
③

〜
偉
人
編
〜

　島尻地区には “伊藤” さんが
多いのご存知ですか？
　島尻地区の伊藤さんは、伊藤
刑部からと言われています。

島尻の伊藤さん

マメ豆
知識

ご
う
し

ご
う
の
う

き
も
い
り

お
う
し
ゅ
う

そ
う
り
ん
じ

と
む
ら

と
し
つ
ね

か
い
さ
く
ほ
う

と
む
ら
が
し
ら

＊

＊

＊
＊

＊

伊藤家のお墓（島尻字上ノ山）

132

↑
魚
津
市
内
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神
社
に
つ
い
て

人
々
が
新
し
い
土
地
に
住
み
始
め
た
と
き
︑
最
初
に
造
る
の
が
神
社
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒

氏
神
を
祀
り
︑
神
々
の
ご
加
護
を
願
っ
て
村
を
興
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
︒

一
月
一
日　

初
詣

一
月
二
十
六
日　

元
始
祭
﹁
火
祭
り
﹂

　

・
年
の
始
め
の
お
祭
り
で
一
年
の
開
運
︑
商
売

　

繁
盛
を
祈
願
︒︵
厄
年
の
お
払
い
︑
還
暦
の
お
祝

　

い
も
あ
る
︶

　

・
地
区
内
の
防
火
︑
防
災
の
神
事

二
月　

祈
年
祭
﹁
山
ま
つ
り
﹂

　

・
昔
は
﹁
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
﹂
と
し
て
五
穀
豊
穣
を

　

祈
願
︒
同
時
に
﹁
山
ま
つ
り
﹂
と
し
て
︑
山
仕
事
に
従

　

事
す
る
者
の
ま
つ
り
で
も
あ
る
︒

三
月　

春
祭

　

・
春
の
大
祭
で
︑
全
産
業
の
繁
栄
や
家
内
安
泰
な
ど
を

　

祈
願
︒

六
月　

万
堂
ま
つ
り

　

・
水
神
様
を
お
迎
え
し
て
︑
水
害
防
止
祈
願
︒

七
月　

除
蝗
祭
﹁
虫
ま
つ
り
﹂

　

・
農
地
を
は
じ
め
︑
生
活
の
中
の
悪
い
虫
を
祓
う
古
来
か

　

ら
の
夏
ま
つ
り
︒
害
虫
を
駆
除
し
︑
豊
作
を
祈
願
︒

九
月　

秋
祭

　

・
秋
の
大
祭
で
す
︒
一
年
の
収
穫
を
感
謝
し
︑
発
展
を
祈

　

る
重
要
な
祭
り
︒
収
穫
祭
︒

十
一
月　

新
嘗
祭

　

・﹁
祈
年
祭
﹂
と
﹁
新
嘗
祭
﹂
は
︑
昔
は
村
︵
片
貝
村
︶
の
代

　

表
神
社
の
み
祭
典
で
︑
村
長
が
祝
詞
を
奉
上
し
た
︒

＊
現
在
︑
片
貝
地
区
の
祭
り
で
︑

お
神
輿
や
獅
子
舞
等
は
執
り
行
わ

れ
て
い
な
い
が
︑
平
沢
地
区
内
で

は
春
祭
り
や
秋
祭
り
に
は
︑
以
前

は
必
ず
舞
わ
れ
て
い
た
︒

　

平
沢
・
前
東
城
地
区
で
は
獅
子

舞
保
存
会
を
作
り
︑
保
存
と
伝
承

に
努
め
て
い
た
が
︑
過
疎
化
の
進

行
で
伝
承
自
体
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
︒

道
坂 

神
明
社

　

一
月　

火
祭
り

　

三
月　

春
祭
り

　

七
月　

虫
祭
り

　
　
　
　

万
堂
祭
り

　

九
月　

秋
祭
り

道坂自治会

貝
田
新 

神
明
社

　

一
月　

火
祭
り

　

三
月　

春
祭
り

　

七
月　

虫
祭
り

　

九
月　

秋
祭
り

貝田新自治会

島
尻
神
社

　

一
月　
　

火
祭
り

　

二
月　
　

山
ま
つ
り

　

三
月　
　

春
祭
り

　

六
月　
　

万
堂
祭
り

　

七
月　
　

虫
祭
り

　

十
月　
　

秋
祭
り

　

十
一
月　

新
嘗
祭

島尻自治会

前
東
城 

春
日
社

　

三
月　

春
祭
り

　

九
月　

秋
祭
り

東城第１自治会

前
東
城 

神
明
社

　

ニ
月　

　

三
月　

春
祭
り

　

九
月　

奥
東
城 

日
枝
社

　

一
月　

火
祭
り

　

三
月　

春
祭
り

　

七
月　

虫
祭
り

　

九
月　

秋
祭
り

東城第２自治会

黒
谷 

日
枝
社

　

一
月　

火
祭
り

　

三
月　

春
祭
り

　

九
月　

虫
祭
り

　

十
月　

秋
祭
り

黒谷自治会

山
女 

日
枝
社

　

一
月　

元
始
祭

　

三
月　

春
祭
り

　

七
月　

虫
祭
り

　

九
月　

秋
祭
り

山女自治会

東
蔵 

日
枝
社

　

一
月　

火
祭
り

　

三
月　

春
祭
り

　

七
月　

虫
祭
り

　

九
月　

秋
祭
り

東蔵自治会

平
沢 

日
枝
社

　

一
月　

元
始
祭

　

三
月　

春
祭
り

　

七
月　

虫
祭
り

　

八
月　

秋
祭
り

平沢自治会

大
菅
沼
白
山
社

　
　

特
に
な
し　

大菅沼自治会

　

片
貝
川
流
域
の
神
社
は
︑
水
害
を
避
け
る
た
め
に
以
前
は
高
台
に

建
立
さ
れ
て
い
た
が
︑
治
水
工
事
が
進
み
︑
平
地
に
移
動
し
た
︒

　

片
貝
に
は
山
神
様
と
言
わ
れ
る
祠
が
三

か
所
あ
る
︒
狩
猟
を
す
る
人
た
ち
や
山
仕

事
を
す
る
人
た
ち
が
山
で
の
安
全
を
祈
願

し
て
祭
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
水
害
の
恐
れ
の
あ
る
場
所
に
は

万
堂
様
が
あ
る
︒
御
堂
は
石
造
り
で
御
堂

に
は
水
神
様
が
祭
ら
れ
て
い
る
︒

山
神
様
と
万
堂
様

　

上
流
の
堤
防
の
決
壊
し
や
す
い

所
を
向
い
て
建
て
ら
れ
て
い
る
︒

　

御
神
体
は
盗
ま
れ
た
の
か
︑
中

に
は
竜
眼
石
の
自
然
石
が
置
い
て

あ
る
︒

山女の万堂様
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お
悔
や
み
ご
と
が
あ
っ
た
時

　

家
族
に
不
幸
が
あ
っ
た
と
き
︑
自
治

会
長
や
班
長
に
連
絡
す
る
と
︑
自
然
に

自
治
会
内
に
伝
わ
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
住
ん
で
い
る
町
内
で
不
幸
が

あ
っ
た
時
は
︑
葬
儀
の
お
手
伝
い
を
お

願
い
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

自治会での手伝いなし
葬儀の手伝いは近親者でする

道 

坂

貝
田
新

東
城

第
１

黒
谷

山
女

東
蔵

平
沢

大
菅
沼

葬儀の手伝い 香典について

自治会からの香典はない
参列する人は 5,000 円〜10,000 円

自治会ではしていない
喪主から自治会に手伝いのお願いがあった
ら自治会役員がお手伝い

自治会からの香典はない
参列する人は 5,000 円

自治会での手伝いなし
家族に不幸があった場合、自治会長に相談
すると良い　
町内で不幸があったとき、喪主が中心とな
り親族が段取りする

第
１

第
２

第
３

島
尻

自治会からの香典あり
同じ町内の場合、香典返しは、はがきのみ

東
城

第
２

自治会での手伝いなし 自治会からの香典あり
参列する人は 5,000 円〜10,000 円

自治会での手伝いなし

自治会からの香典、花輪あり自治会での手伝いなし

受付等の手伝いあり 自治会からの香典なし

自治会での手伝いなし 自治会からの香典あり
参列する人は 5,000 円〜10,000 円

自治会からの香典あり
参列する人は 10,000 円

喪主から自治会に手伝いのお願いがあった
ら自治会役員がお手伝い
　
特になし 特になし

魚津市の主な葬儀場

ホールみうらセレーノ
魚津市相木 116−8　TEL：(0765)22-7070

オークスセレモニーホール魚津
魚津市本江 3152　TEL：(0765)23-1194　

式斎会館みずほ
魚津市石垣 366　TEL：(0765)22-0044　

以和貴苑
魚津市大海寺新 736　TEL：(0765)24-2220　

お
祝
い
ご
と
が
あ
っ
た
時

近
年
︑
結
婚
や
出
産
の
お
祝
い
︑
新
築
︑
快
気
祝
い
な
ど
を

簡
素
化
し
よ
う
と
い
う
流
れ
が
あ
り
ま
す
︒

自
治
会
で
お
祝
い
を
す
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
︑

各
地
区
の
お
祝
い
行
事
を
紹
介
し
ま
す
︒

初老祝い
（火祭りで神事に参加。夜に開催する懇親会で皆さんに紹介）

道 

坂

貝
田
新

東
城

第
１

黒
谷

山
女

東
蔵

平
沢

大
菅
沼

お祝い事、お花代など

なし
　

島尻第３では、還暦の人は火祭りのときに 10,000 円包む

第
１

第
２

第
３

島
尻

東
城

第
２

１月の火祭りの時に還暦、厄年のお祝い
結婚した際は、強制ではないが、お酒や志を包み常会で報告

なし

なし

なし

子どもや孫が誕生した時は、花火大会、盆踊りにてお花を包む
初老、還暦は火祭りの時にお酒や志を包む

厄年のお祝いを火まつりの時にする
厄年の者はお酒や志を包む

なし

　「片貝」の名称は、「片峡＝片側だけの峡谷」という意味からと言
われています。現在も、海岸からわずか３km のところまで、右岸
の山並みがせまっています。
　片貝の地名が初めて記録に見えるのは、奈良時代に作られた万葉
集、大伴家持の歌 (747 年 ) においてです。

　　               加多加比の 川の瀬清く 行く水の
　　　　　　　　　                    　　 絶ゆることなく あり通い見む
　                   （毛勝山からの清冽な雪解け水が走る片貝川をうたったもの）

「片貝」地名の由来
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お雑煮を作ってみよう！

地域の特産物を材料にし、伝統的な調理法を用いた料理が郷土料理です。
お正月に食べられるお雑煮は、だしの素材、味付け、餅の形など、

その地域を感じることのできる料理のひとつです。
片貝地区（魚津市）のお雑煮をご紹介します。

ふくらぎ（素焼き）　　  １本
ごぼう（ささがき）　　  ２本
人参（いちょう切り）　  ２本
こんにゃく（短冊切り）２枚
焼き豆腐（さいの目）　  １丁
赤かまぼこ　　　　　　１個
切り餅　　　　　　　　10 切れ
お醤油　　　　　　　　適量
みりん　　　　　　　　適量
お塩　　　　　　　　　適量　　　　　　　　　

（ 作 り 方 ）

お雑煮の作り方

①材料の野菜を切る。

②大きめの鍋にごぼう、人参を入れる。
沸騰したら、焼き豆腐、かまぼこも入れ煮る。

③ふくらぎをほぐす。
　（煮崩れするので大きめで OK ！）

④②にふくらぎを入れる。

⑤お醤油、みりん等で味をととのえる。

⑥別の鍋で、切り餅を柔らかく煮る。

（ 材　料 ）

お餅を鍋で煮る時は、
ホイル等を鍋底に敷くと
お餅がくっつかず、
片付けがスムーズ‼

知ってる？

寄
り
合
い
が
人
を
つ
な
ぎ
︑
食
が
人
を
結
ぶ

食
事
を
共
に
す
る
こ
と
で
︑
人
は
つ
な
が
り
を
深
く
し
て
い
き
ま
す
︒

家
族
の
食
卓
で
の
団
ら
ん
︑
祝
い
ご
と
︑
地
域
の
祭
り
や
行
事
な
ど
︑
食
は
ひ
と
を
つ
な
ぐ
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

片
貝
地
区
で
も
︑
集
ま
り
が
あ
る
時
は
各
家
庭
の
お
漬
物
や
お
煮
し
め
な
ど
を
持
ち
寄
り
︑
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

親
交
を
深
め
つ
な
が
り
を
強
め
て
い
ま
す
︒

こ
こ
で
は
︑
片
貝
地
区
で
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
正
月
・
祭
り
・
よ
ば
れ
の
ご
馳
走
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒

　名　称

ゾン

コト

ナマス

スバエ

イリゴケ

酢カブラ

カッチリ豆

キンピラ

カルボシ

トリアワセ

ニシメ

サシミ

ヤキモノ

オツケ

スマス

イロトリ

アエモン

　　　　料 理 内 容

もちに具をあしらった雑煮

雑煮のかけ汁

魚をまじえた酢の物

酢の物

いため酢の物

丸ごとのカブラにきざみ目を入れ、
酢漬けにしたもの

黒豆の煮たもの

ごぼうの油いため

ごまめ。キンピラの中に入れる

かまぼこ、椎茸、寒天の取合せ
＊数の子、塩ぶり、トリアワセは
特別の年賀に出す

季節の野菜と魚の煮付け

つくり

魚の塩焼き

味噌汁

醤油味付けの漬汁（スマス汁）

おひたし

和え物。白あえ、酒の粕あえ、
ゴマあえなど

片貝の郷土料理 〜正月・祭り・よばれ編〜

にんじん 焼き豆腐 ごぼう

ふくらぎこんにゃく かまぼこ

One
Point !

食
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平沢橋

蛇 石（龍石）

沌 滝

洞杉群

南又谷
駐車場

モリアオガエル
等の生息地

池の尻の池

片貝山ノ守
キャンプ場

雄
大
な
自
然
を
五
感
で
楽
し
む

片
貝
地
区
は
︑
自
然
豊
か
な
美
し
い
地
域
で
す
︒

中
で
も
︑
魚
津
市
の
象
徴
的
な
存
在
で
あ
る
﹁
洞
杉
﹂
や
富
山
の
滝
に
も

選
定
さ
れ
て
い
る
﹁
沌
滝
﹂
な
ど
︑
異
次
元
に
来
た
か
の
よ
う
な
空
間
が

す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
ま
す
︒

観
洞杉 洞杉とは標高 500〜700m の片貝川流域にみられる、特殊な形状をした立

山杉の名称である。「洞杉及び岩上植物群落」として魚津市の天然記念物に
指定されている。特に大型の岩石の多い急斜面地に多く生育し、樹齢は古
いもので一千年、若いものでも数百年は経っているとされている。

片貝山ノ守
　　 キャンプ場

　　　　　では、オートキャンプサイトやフ
リーサイト、バーベキュー卓が利用できる。
場内では川遊びや釣りも楽しめる。

（休業期間 12 月～４月下旬）　　　　　

〒937-0000 魚津市三ヶ字ゴツタ 84-1
TEL  (0765)32-7755（受付 9：00〜16：30）

沌滝
                      にある、3 段約 25m の段瀑（段々に分かれて落下する滝）。
滝の落下地点から、幾筋にも別れ滝状に流れ落ち、自然の美しさを
感じられる。
この沌滝の周辺は、樹齢数百年に達するトチノキ林に覆われ、 気軽
なハイキングコースとして訪れる人も多い。

　　　　    　　　 から 20 分ほど歩くと  
2 手に分かれる。そこで左へ進むと、巨
木が続々と現れてくる。
整備された遊歩道を歩いていくと、神秘
的な世界を体験できる。

（駐車場から往復約５Km、２時間程度）

県選定 富山の滝 37 選の
ひとつ片貝川上流平沢地区

ミズバショウが自然のままで
群生されている。ミズバショ
ウだけの群生地としては県内
最大級。
モリアオガエル、サンショウ
ウオの群棲地でもある。

岩屋。
猟師や山仕事の人が
使っていた。

白い花崗岩に黒い輝緑岩の岩脈が入り、
蛇が巻き付いたように見えることから

「蛇石」と呼ばれている。
古来からこの石をたたけば雷雨になると
信じられている。

南又駐車場

沌滝川施設内
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移
住
体
験
ハ
ウ
ス
『
片
貝
来
ら
れ
ハ
ウ
ス
』

　
﹃
片
貝
来
ら
れ
ハ
ウ
ス
﹄
は
︑
片
貝
地
区
︑
魚
津
市
へ
の
移
住
を
お
考
え
の
方
に
最
大
７
日
間
一
軒
家
を
お
貸
し
し
︑

移
住
後
の
生
活
を
よ
り
リ
ア
ル
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
一
軒
家
で
す
︒

　

移
住
に
興
味
が
あ
る
方
が
ご
利
用
で
き
る
施
設
で
す
︒

一泊  3,000 円
           （13：00〜翌 10：00）

日帰り  2,000 円 
                （9：00〜17：00）

・金額はお一人さまの料金
・中学生以下、お一人さま 2,000 円
・お食事の提供は行っておりません

・料金は１グループの料金
・１グループ最大 10 名様まで
ご利用可

和室 ×２と洋室 ×１ キッチン バスルーム

料　

金

wi-fi 完備

移住体験ハウス『片貝来られハウス』　〒937-0036 魚津市山女 22

設
備
・
備
品

［キッチン］　IH クッキングヒーター、フライパン、鍋、天ぷら鍋、ポット
［バスルーム］　シャンプー、リンス、ボディーソープ
［その他］　洗濯機、空気清浄機、テレビ、掃除機、wi-fi　

＊食材、タオルなどはお客様でご持参ください

予
約
・
お
問
合
せ

お問合せ、ご予約はお電話・E-mail で！　

TEL 080-2956-0241（平日 9：00〜17：00 受付）

E-mail  k-korare@nice-tv.jp（メールの返信は平日のみ）

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

申請方法や空き状況、申請書のダウンロードは WEB サイトから→  

http://www.nice-tv.jp/~k-korare/

買
い
物
は
ど
こ
で
す
る
の
？
　
　
最
寄
り
の
ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

32

　

片
貝
地
区
内
に
商
店
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
食
料
品
や
日
用
品
な
ど
が
買
え
る
お
店
は
︑
車
で

20
分
圏
内
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
全
国
道
８
号
線
沿
い
に
は
︑
全
国
チ
ェ
ー
ン
の
飲
食
店
等
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
︒

7.5k
m圏
内（
車で
約 2
0分）

車で 20 分圏内の主なお店

ショッピングセンター

ホームセンター

ドラッグストア

スーパー（食料品店）

コンビニ

サンプラザ
アップルヒル
MEGA ドン・キホーテ

大阪屋ショップ
原信

DCM カーマ
コメリホームセンター

クスリのアオキ
 V・ドラッグ
ウエルシア薬局

セブン‐イレブン
ファミリーマート
ローソン

ケーズデンキ
ヤマダ電機

電機店

　

魚
津
市
内
で
見
か
け
る
精
米
所
︒
農
家
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
の

か
と
思
い
き
や
︑
一
般
の
方
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
く
か
も

し
れ
ま
せ
ん
︒
一
般
家
庭
で
も
30
㎏
の
お
米
を
購
入
し
︑
各
家
庭

で
精
米
す
る
の
で
す
︒
さ
す
が
︑

米
ど
こ
ろ
の
富
山
県
︒

　

是
非
︑
精
米
し
た
て
の
お
米
の

美
味
し
さ
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
︒
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毛勝の郷
シェルピース
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あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道

北
陸
新
幹
線

132
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北
陸
自
動
車
道

８

135

2

魚
津
駅

アップル
・ヒル

魚
津
駅



災
害
時
の
対
応

消
防
団
に
つ
い
て

●自治会避難場所…水害時、式斎会館みずほ駐車場
●ルール…自主防災会の連絡網にて避難情報の発信
●防災倉庫…道坂公民館内に設置

●自治会避難場所…現在、検討中

道 

坂

貝
田
新

●自治会避難場所…洪水・土砂災害時は、旧片貝公民館又は高台にある
　　　　　　　　　老人福祉施設
　　　　　　　　　風などの通常の災害時は、片貝コミュニティセンター

東
城

第
１

東
城

第 ●自治会避難場所…奥東城公民館

黒
谷

山
女

東
蔵

平
沢

大
菅
沼

●三ヶ村自主防災会にて組織づくり

●孤立集落とされているので、身動きできない場合は
ヘリコプターが来ることになっている

自治会避難場所等

　

地
震
︑
台
風
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
起
こ
る
日
本
︒
片
貝
地
区
で
は
水
害
や
土
砂
崩
れ
等
も
考
え
ら
れ
ま
す
︒

　

も
し
︑
災
害
が
起
き
た
時
︑
慌
て
ず
行
動
す
る
た
め
に
避
難
場
所
等
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
︒第

１
第
２

第
３

島
尻

﹁
毛
勝
の
郷 

シ
ェ
ル
ピ
ー
ス
﹂
が

市
指
定
避
難
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

片
貝
地
区
避
難
場
所

市
か
ら
の
情
報

　
　

←

自
主
防
災
会
の
連
絡
網
に
て
避
難
情
報
の
発
信

　
　

←

各
地
区
の
自
主
防
災
担
当
者
や
自
治
会
長
が
︑

地
区
消
防
団
︑
各
福
祉
推
進
委
員
等
と
連
携
し

避
難
行
動
要
支
援
者
を
優
先
し
て
︑
緊
急
避
難

準
備
を
開
始

　

常
勤
の
消
防
職
員
︵
い
わ
ゆ
る
消
防
士
︶
と
は
異
な
り
︑
火

災
や
自
然
災
害
発
生
時
に
自
宅
や
職
場
か
ら
現
場
へ
駆
け
つ

け
︑
そ
の
地
域
で
の
経
験
を
活
か
し
た
消
火
活
動
・
救
助
活
動

を
行
う
地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
す
︒

消
防
団
と
は

片
貝
地
区
の
消
防
分
団
は
︑

　

一
部　

島
尻
消
防
団

　

二
部　

三
ケ
村
消
防
団

　

三
部　

東
城
消
防
団

　

四
部　

道
坂
・
貝
田
新
消
防
団

の
四
部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

各
消
防
団
で
毎
月
１
〜
２
回
訓
練
を
し
︑
年
末
は
防
災
の
た

め
の
夜
警
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

一
月　
　

出
初
式

三
月　
　

春
季
火
災
予
防
運
動

八
月　
　

消
防
団
消
防
操
法
大
会

九
月　
　

魚
津
市
総
合
防
災
訓
練

十
一
月　

秋
季
火
災
予
防
運
動

十
二
月　

歳
末
特
別
警
戒

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

自
薦
︑
他
薦
問
わ
ず
各
分
団
︑
随
時
隊
員
募
集
中
︒

消
防
団
と
は
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火
災
︑
台
風
︑
集
中
豪
雨
︑
台
風
な
ど
の
災
害
が
発

生
す
る
と
︑
富
山
県
東
部
消
防
組
合 

魚
津
消
防
署
よ
り

協
力
要
請
の
連
絡
が
来
る
︒

　

団
員
で
あ
っ
て
も
︑
出
動
は
﹁
義
務
﹂
で
は
あ
り
ま

せ
ん
︒
仕
事
を
休
ん
で
ま
で
も
出
動
す
る
必
要
は
な
く
︑

消
防
団
員
は
あ
く
ま
で
も
任
意
で
の
出
動
と
な
り
ま
す
︒

　

片
貝
地
区
は
山
間
部
が
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
も

あ
り
︑
火
事
よ
り
も
登
山
や
山
菜
採
り
に
よ
る
遭
難
で

の
出
動
が
多
く
あ
り
ま
す
︒

出　

動

緊
急
避
難
の
場
合

＊
魚
津
市
緊
急
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
︒

配
信
登
録
を
お
勧
め
し
ま
す
︒

●三ヶ村自主防災会にて組織づくり

●三ヶ村自主防災会にて組織づくり

●三ヶ村自主防災会にて組織づくり
●防災倉庫（ヘルメット、水等）あり

過
去
の
主
な
水
害

　

片
貝
川
は
日
本
屈
指
の
急
流
河
川
で
︑

昭
和
27
年
や
昭
和
44
年
豪
雨
で
水
害
が
発
生

し
て
い
る
︒

　

昭
和
27
年
7
月
豪
雨
で
は
片
貝
地
区
で
堤

防
が
決
壊
︑
片
貝
・
加
積
地
区
で
橋
梁
の
流

出
︑
床
上
床
下
浸
水
︑
田
畑
流
出
な
ど
の

   

被
害
を
受
け
た
︒

　
　

  ︵
昭
和
47
年
魚
津
市
史
：
魚
津
市
︶



救
急
の
こ
と

雪
か
き

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

　

休
日
・
夜
間
に
急
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら…

　

ま
ず
は
︑
か
か
り
つ
け
医
の
診
療
時
間
ま
で
待
て
る
か

判
断
し
て
く
だ
さ
い
︒
翌
朝
ま
で
待
て
な
い
時
は
︙

　

大
人
の
場
合　

　

休
日
当
番
医
︵
魚
津
市
広
報
︑

市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
︶
ま
た
は
病
院
の

救
急
外
来
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
︒

　

子
供
の
場
合　

　

休
日
当
番
医
の
ほ
か
︑
新
川
医

療
圏
小
児
急
患
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
︑

富
山
県
小
児
救
急
電
話
相
談
事
業

︵
＃
８
０
０
０
︶
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

魚津市急患センター（富山ろうさい病院内）

夜間・毎日    19:00 〜 22:00
電話　(0765)22-1280
＊中学生以下の急病、乳幼児のケガは、
新川医療圏小児急患センターをご利用
ください。

新川医療圏小児急患センター（黒部市民病院内）
平日　18：45 ～ 21：45
日・祝（12/29 ～ 1/3 を含む）
 　8：45 ～ 11：45、13：45 ～ 16：45
　18：45 ～ 21：45
電話　（0765)54-2211

＊15 歳以下の応急処置が必要な方

富山県小児救急電話相談事業（＃８０００）

平日　19：00 ～翌朝 9：00、土曜　13：00 ～翌朝 9：00
日曜・祝日　朝 9：00 ～翌朝 9：00
電話　「#8000」  or  「(076)444-1099」
＊この電話相談は家庭での一般的対処に関するアドバイスです。
電話による診断・治療はできませんので、あらかじめご了承ください。

　

片
貝
地
区
は
︑
魚
津
市
の
中
で
も
積
雪
が
多
い
地
区
で
す
︒

　

魚
津
市
内
か
ら
︑
片
貝
地
区
へ
と
向
か
う
道
路
に
は
融
雪
装
置
が

あ
り
︑
運
転
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
除
雪
道
具
は
必
ず
準
備
し
︑

車
中
に
も
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
入
れ
て
お
く
と
安
心
で
す
︒　

　2021 年 1 月、35 年振りの記録的な
大雪が北陸地方を襲いました。
　魚津市内でも 24 時間で約 66cm の
積雪を記録し、統計開始以来最大の
降雪量となりました。

2021 年 1 月北陸豪雪

除雪について

　「公道」は富山県及び魚津市が管轄で、除雪車が入り除雪をします。
　「私道」や「集会所の駐車場」「歩道」などは、地域の住民で除雪をする
必要があります。ご近所さんや班で協力して雪かきをします。
　スコップはもちろん、ママさんダンプも大活躍するので、除雪道具は
　　　準備しましょう。また、車に積もった雪を下ろすのに車用スノー
　　　　ブラシも購入するのをおすすめします。

←ママさんダンプ

上下水道について

水道の使用開始、中止の申込みや水道料金
の納付相談は、

広報誌（広報うおづ）

魚津市の主な広報誌は「広報うおづ」です。
毎月１回１日に発行されていて、魚津市の
各ご家庭へ全戸配布されます。市内で活躍
する方の特集やイベント案内、休日医療や、
各種相談窓口などが記載されています。
また、魚津市ホームページでもご覧いただ
けます。
広報うおづのバック
ナンバーからダウン
ロードしてください。

全戸配布・回覧板

全戸配布（全てのお宅に配布）」と「回覧板」を活用した情報伝達システムがあります。
片貝地区では、主に
①町会からのお知らせ（地域活動や、行事、集金など）
②コミュニティーセンターからのお知らせ（コミュニティーセンターだより）
③魚津市からのお知らせ（広報誌など）
があります。
また、回覧板が止まってしまう可能性があるので、旅行や出張等で長期間家を不在にする
際は、必ず班長さんに伝えるようにしましょう。

にお問合せください。

島尻地区、東城地区、
平沢地区には独自の
簡易水道があり
ます。

魚津市役所 上下水道課水道業務係
　　　　              　  0765-23-1013　

ケーブルテレビ／ラジオ

 ●ケーブルテレビ（NICE TV）で市からの行政情報をお知らせしています。
　　魚津市広報番組「まちかど魚津」／デジタル091チャンネル
　　議会放送　生放送・再放送／デジタル092チャンネル

●ラジオ　FM放送で市の行事、イベント等を紹介しています。
　　放送局　FN76.1 MHz　　ラジオ・ミュー
　　番組名　スマイル・モーニング761　行政情報だより「マイシティにいかわ」
　　放送時間　毎週金曜日　7：45〜

　　片貝地区は電波の
　関係上、ケーブルテレ
ビに加入しないとテレビ
　をみることができま
　　せん…。

ゆるいルール

な
る
ほ
ど
！

3637

　　   『うおづのうまい水』
     が、2017 年から 4 年連続
  でモンドセレクションの最
  高金賞を受賞しています。
　魚津の水が安全・安心で
　　おいしい水であるとい
    　　  うことですね。
　　
　　　



あなたの町の自治会長
（　　　　　　　　　　　　　　　）

片貝コミュニティーセンター

魚津市役所（代表番号）

魚津市社会福祉協議会

富山県東部消防組合消防本部 魚津消防署

富山県警察 魚津警察署

魚津市 子育て支援センターのびのび

（０７６５）２３－１０１０

あなたの町の班長
（　　　　　　　　　　　　　　　）

電話帳 片貝地区で知り合いになった人、同じ班の人などをどんどん追記してください。

＊困ったことがあれば、班長や区長、ご近所さんにご相談ください。

（０７６５）２４－０４１５

（０７６５）２２－８３８８

（０７６５）２４－７９８０

（０７６５）２４－０１１０

（０７６５）３２－８２０３

集落の教科書
富山県魚津市片貝地区
2021 年 3 月 31 日　第一版発行

発行人　片貝地域振興会
編集　　河野静恵（魚津市地域おこし協力隊）
協力　　魚津市
　　　　片貝コミュニティセンター
　　　　片貝地区のみなさん
　　　　来られた家

参考資料・文献　魚津市 HP 、『図説 魚津・黒部・下新川の歴史』、『魚津市史上巻』、『広辞苑』、『図説 魚津の歴史』
　　　　　　　　『日本史辞典』、『片貝郷土史』、フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』
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